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前研究により、生育の良いキュウリの根から単離されたエンテロバクター・クロアカという根圏微生物がインドールピルビン

酸経路でインドール酢酸（オーキシン）を生産することから、その生合成遺伝子を単離したところ、インドールピルビン酸デ

カルボキシラーゼという全く新規な酵素の遺伝子をコードし、インドールピルビン酸経路はインドールピルビン酸デカルボキ

シラーゼにより制御されていることが分かった。本研究では、エンテロバクター・クロアカ由来のインドールピルビン酸デカ

ルボキシラーゼを単一に精製し、その性質を調べたところ、基質であるインドールピルビン酸に親和性が高く（Km値＝15μ

M）、インドールピルビン酸を特異的に認識していることが分かった。さらに、インドールピルビン酸デカルボキシラーゼ

は、Mgイオン(Mg2+)とチアミン2リン酸(ThDP)を補酵素として４量体を形成するホロ酵素であることが明らかとなった。

　本研究により、インドールピルビン酸デカルボキシラーゼは新規酵素（EC4.1.1.17）としてEnzyme Nomenclature に登

録された。
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